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 道 徳 科 学 習 指 導 案 

令和２年 10 月 第１学年 指導者 服部 こずえ  

 

１ 主題名 ただしいことはすすんで 内容項目Ａ－(１)善悪の判断、自律、自由と責任 

 

２ 教材名 「ぼくはいかない」（出典：光文書院「ゆたかなこころ １ねん」） 

 

３ 主題設定の理由 

(1) ねらいとする道徳的価値について 

人として行ってよいこと、社会通念として行ってはならないことをしっかりと区別したり、判断したり

する力は、児童が幼い時期から徹底して身に付けていくべきものである。また、よいこと、正しいことに

ついて、人に左右されることなく、自ら正しいと信じることに従って、誠実かつ謙虚に行動することは、

人として重要なことである。自分で行ってよいこと、行ってはならないことを見極め、よいことを進んで

行おうとする態度を養うことが大切である。 

(2) 児童の実態について 

第１学年の児童は、周囲の大人の言動により、何がよいことで何が悪いことか、素直な感性で受け入れ

ており、善悪の区別が認識されてきている。また、仲間との関わりを築き、学級集団の一員としての意識

が強くなってきている。周りの様子を見ながら行動したり、一人だけ目立つことを避けようとしたりし、

よいことだと思っていても、周りを気にして一人で行動を起こすことを躊躇する姿も見られる。そこで、

他者からの指示を待つのではなく、よいと判断したことを積極的に行おうとする態度を育てたい。 

(3) 教材について 

本教材は、主人公が友達に危険な場所に子供だけで行こうと誘われるが、何がよいことで何が悪いこと

か考え、友達に「よわむし」と言われながらも、「いけないことはやらない」と相手に伝えることができ

る話である。主人公の心の葛藤や思いを感じ取ることを通して、児童が正しいことをすることのよさに気

付き、よいことを進んで行おうとする態度を養うことができる教材である。 

 

４  指導方針 

○本時で扱う道徳的価値について、問題意識をもつために 

・導入では、児童が普段の学校生活できまりを守れていない「廊下を走ってしまうこと」を挙げ、いけな

いことだと分かっていても、してしまうのはなぜだろうと疑問をもたせることにより、自分たちに身近

な話題として捉えられるようにする。 

○教材を通して、道徳的価値の追求を行うために 

・教材を通して、道徳的価値についての考えをもつ場面では、登場人物それぞれの気持ちや考えを明確に

して板書したり、表情イラストを活用したりして主人公の心を視覚的に捉えさせ、葛藤していることに

気付かせる。 

・道徳的価値についての考えを交流する場面では、ペア、全体での意見交流をするために表情プレートを

活用する。自信をもって自分の意見を表現したり、友達の意見を聞いたりすることにより、児童が正し

い判断をし、正しい行いをするためには何が必要かを考えさせる。 

○本時で扱った道徳的価値に対する思いや願い、考えを振り返るために 

 ・終末の場面では、これからの学校生活での具体的な場面を想起させ、「正しいこと、よいこと」の具体

例を示すことにより、よいことを行おうとする意欲を高める。 

 

５ 本時の展開 

(1) ねらい 

しんちゃんの心の葛藤や迷いについて、表情プレートを活用して話し合うことを通して、正しいことを

したときのすがすがしい気持ちに気付き、進んで正しいことを行おうとする態度を養う。 

(2) 準備 

教師：場面絵の提示用パソコン、場面絵の提示用モニタ、場面絵、ワークシート、表情プレート 
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(3) 展開（○発問 ◎中心発問 ◇補助発問） 

学習活動と発問 

 

時間 

 

予想される児童の反応 

 

支援及び指導上の留意点 

◎研究上の手立て 

１ 本時で扱う道徳的価

値について問題意識を

もつ。 

〇絵を見て、どう思いま

すか。 

〇なぜ、よくないことを

してしまうのでしょう

か。 

 

 

 

 

 

５ 

分 

 

 

 

 

 

 

・廊下を走ってはだめ。 

・歩くのがよいこと。 

・早く遊びたくて走って 

しまうから。 

・忘れてしまうから。 

・分かっているけど、早 

く行きたい。 

 

・廊下を走る人と歩く人の絵を提示し、

「よいこと」と「よくないこと」の例

を挙げて意味を問い、全員で共有させ

る。 

 

・いけないと分かっていても廊下を走っ

てしまうのはなぜか問い掛け、自分事

として捉えさせる。 

・だめだと思っていてもやめられないこ

とに気付かせ、どうすればよいか考え

させてめあてにつなげる。 

２ 教科書の教材文の範

読を聞く。 

〇やすおくんに「みどり

がわにさかなをつかま

えにいこうよ」と言わ

れたとき、みんなはど

んなことを考えたでし

ょうか。 

３ 教材を通して、道徳

的価値についての考え

をもち、交流する。 

【道徳的価値についての

考えをもつ場面】 

〇迷っているしんちゃん

は、どのような気持ち

でしょうか。 

 

◎「ぼくはよわむしでは

ない」と言ったときの

しんちゃんは、どのよ

うな気持ちでしょう。 

【考えを交流する場面】 

〈個人〉-〈ペア〉-〈全体〉 

 

 

 

 

 

 

７ 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

あきおくん ふみひこくん 

・みんなで行こう、平気。 

・危ないけど大丈夫だよ。 

しんちゃん 

・迷うなあ、どうしよう。 

・やめたほうがいい。 

 

 

 

 

 

・こまるくん。 

危ないからどうしよう。 

・しょぼんくん。 

行きたいけど行けない。 

・ぷんすけくん。 

弱虫と言われて怒ってい

る。 

・かなしちゃん。 

 悪口を言われて悲しい。 

・にこちゃん。 

だめなものはだめ、と言

えてすっきりした。 

いけないよと言えてよか

った。 

 

 

 

 

・登場人物の気持ちや立場を確認し、板書

しながら読み進めることにより、教材文

の内容を理解させる。 

・しんちゃんは迷い、葛藤していることを

押さえる。 

 

◎主人公の心の葛藤に目を向けさせるため

自分の考えに近い表情イラストに丸を付

けさせ、選んだ理由を出させる。 

 

 

 

 

 

 

◎主人公の気持ちを想像させるために「胸

を張る」とはどのようなことかをイメー

ジして言葉に出させ、その結果どのよう

な気持ちになるか考えさせる。 

◎ペアでの意見交流を行う。 

表情プレートを相手に見せながら理由を

伝え合い、自分の考えと比較させる。 

◎全体での意見交流を行う。 

表情とその理由を板書し、様々な意見を

出させて話合いを進める。 

・考えを広げさせるために、友達の意見

と自分の意見を比較させる。 

めあて  どうしたら、よいとおもうことをすすんでできるようになるのでしょうか。 
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４ 道徳的価値に対する

多様な意見を知り、学 

習のめあてについて、 

もう一度考える。 

〇どうしたら、よいと思 

うことを進んでできる 

ようになるのでしょう 

か。 

５ 

分 

 

 

 

 

・後のことを考える。 

・すっきりした気持ちを大

切にする。 

 

 

 

 

・よいことをしたときのすがすがしい気持

ちを、表情イラストによって視覚的に捉

えさせる。 

５ 本時で扱った道徳的

価値に対する思いや願

い、考えを振り返る。 

〇割り込みをしてきた人

には何と言えばよいで

しょう。 

４ 

分 

 

 

 

 

 

・割り込みをしてはいけ 

ないよ。 

・きちんと並ぼう。 

 

 

 

・具体例を提示し、何と言えばよいか考

えさせて全体で言葉に出させることに

より、「自分も言えそうだ、やってみ

よう」という気持ちをもたせる。 

(4) 評価の視点 

○登場人物の気持ちや心の葛藤を考える場面で、善悪の判断、自律、自由と責任の意義について、多面

的・多角的な見方へと発展しているか。 

〇本時の振り返りの場面で、正しいと思ったことを行うことについて、自分自身との関わりの中で深め

ているか。 

(5) 板書計画 

め
あ
て 

ど
う
し
た
ら
、
よ
い
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も
う
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と
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す
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で
き
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よ
う
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な
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な
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「
み
ど
り
が
わ
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さ
か
な
を
つ
か
ま
え
に
い
こ
う
よ
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「
ぼ
く
は
と
も
だ
ち
だ
よ
。
そ
れ
に
よ
わ
む
し
で
は
な
い
さ
。
」 

 
 

      

〇
ど
う
し
た
ら
、
よ
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と
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う
こ
と
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す
す
ん
で
で
き
る
よ
う
に
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で
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ひ
と
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た
ら
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
  

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

あ
き
お
く
ん 

ふ
み
ひ
こ
く
ん 

し
ん
ち
ゃ
ん 

し
ん
ち
ゃ
ん 

・
い
こ
う
よ
、
か
わ
で
あ
そ
び
た
い 

・
あ
ぶ
な
い
け
ど
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
。 

・
た
の
し
そ
う
だ
な
あ
。 

・
い
き
た
い
け
ど
、
あ
ぶ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。 

・
ま
よ
う
な
あ
、
と
も
だ
ち
と
い
き
た
い
け
ど 

よ
わ
む
し
と
い
わ
れ
て
、
お
こ
っ
て
い
る
。 

 

わ
る
ぐ
ち
を
い
わ
れ
て
、
か
な
し
い
。 

 

だ
め
な
も
の
は
だ
め
、
と
い
え
て
す
っ
き
り
し
た
。 

い
け
な
い
よ
と
い
え
て
、
よ
か
っ
た
。 

い
き
た
い
け
ど
、
い
け
な
く
て
ざ
ん
ね
ん
。 

い
け
な
い
こ
と
だ
か
ら
、
だ
め
だ
と
お
も
う
。 

お
か
あ
さ
ん
に
お
こ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、
ど
う
し
よ
う
。 

い
っ
て
は
だ
め
だ
け
ど
、
な
か
ま
は
ず
れ
に
さ
れ
ち
ゃ
う
か
な
。 

「
あ
ぶ
な
い
か
ら 

だ
め
だ
よ
。 

ぼ
く
は
い
か
な
い
。
」 


